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 ●  開示フレームワークを財務報告全体の文脈で検討すること。 
 ●  ピースミールアプローチを排除すること。 
 ●  関連機関に影響力のあるフレームワークを提供すること。 
































 ●  開示内容を利用者ニーズに合致させることに焦点を絞ること。 
 ●  開示と財務報告目的が合致する場合にのみ、規制機関は財務報告に開示を追加できること。 
 ●  基準全体でより首尾一貫性ある開示要件を設定できること。 
 ●  均衡性のある開示要件の設定によって、開示負担が軽減されること。 
 ●  財務報告における複写情報が削減されること。 
 ●  開示を良好に編成すること。この結果、情報が容易に検索されること。 
 ●  開示への重要性の適用上で作成者を支援すること。 


































































































































































 ●  企業の業績・ポジション、発展を理解できる内容 
 ●  企業の特定のリスク（経営者のリスクアプローチと同じ内容） 
 ●  コーポレートガバナンスの取決めの解説（取締役会の責任設定） 
 ●  主な財務諸表の構成要素を理解できるレベルの金額分解 
 ●  主な財務諸表の勘定科目の認識・測定ベースの解説 













































































































































































 ●  主な財務諸表の数値がビジネスの経済性を反映することを理解させる。 





 ●  分解 
 ●  重要な解説 




























  残高分解 






























 ●  全企業の開示要件を簡略化する。 
 ●  原則ベースで開示要件を設定する。作成者に開示レベルの決定に柔軟性を認める。 










 ●  財務報告の利用者にとって目的適合性のある情報を開示要件に含めること。 











基準設定機関 公表物 開示への影響 コメント 
●アカウンタビリティーベースのアプローチ 









































































 ●  開示の観点から重要性は何を意味するのか？ 
































 ●  Significant（重要性がある） 
 ●  Material（影響が大きい） 
 ●  Not material（影響が大きくない） 
 ●  Immaterial（影響がない） 
















 ●  企業固有のもの 
 ●  明白で、厳格かつ平易な言語で記述されるもの 
 ●  現状のもの 



































































 ●  全て毎年刷新するもの 
 ●  状況の変化を反映するために更新するもの 
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